



Analysis of the Used Colorants in the Ukiyo-e Wood Prints Made


















ある（調査番号 BMN027 のみ井上安治との共作）（表 1
（1）
）。製作年代は 1865 年から 1896 年の幕末明
治期とされる資料を選択しているが，資料によっては後に摺りなおされた可能性がある。大判 1 枚










調査番号 製作年代 * 資料名称（画題） 枚数 歴博データベース 資料番号
BMN001 1864 きられおとみ　沢村田之助，こうもり安　市川九蔵 2 枚 H-22-1-18-9
BMN002 1864 奴切平　市村家橘，やどかり　尾上栄三郎 2 枚 H-22-1-18-11
BMN003 1864 曽我ノ五郎　河原崎権十郎，曽我十郎　坂東彦三郎，大磯のとら　岩井紫若 3 枚 H-22-1-18-27
BMN004 1865 金則神畳六　中村芝翫，まゝこ姉懸皿　沢村田之助 2 枚 H-22-1-18-4
BMN005 1865 市川羽左衛門 1 枚 H-22-1-18-73
BMN006 1866 大蜘蛛生実はいばらき童子，頼光左門之介 2 枚 H-22-1-18-2
BMN007 1867 牛若伝次　しら玉 2 枚 H-22-1-18-5
BMN008 （1867） 女非人かつみ　坂東三津五郎 1 枚 H-22-1-18-77
BMN009 （1867） 染模様穐七種　於ろく 1 枚 H-22-1-18-112
BMN010 （1867） 〈五代目坂東彦三郎の笠をかざす男〉 1 枚 H-22-1-18-113
BMN011 1868 平清盛　中村芝翫 2 枚 H-22-1-18-7
BMN012 1869 稲葉幸蔵　尾上菊五郎，松山　坂東三津五郎，禿　三どり　坂東吉弥 2 枚 H-22-1-18-3
BMN013 1869 しきしま　沢村田之助，重三郎　沢村訥升 2 枚 H-22-1-18-8
BMN014 1869 呉服や新助　尾上菊五郎，けいしやみよ吉坂東しうか，若者梅吉　中村芝翫 2 枚 H-22-1-18-10
BMN015 （1869） 刈萓道心　沢村訥升 1 枚 H-22-1-18-76
BMN016 （1869） 敦盛　沢村訥升 1 枚 H-22-1-18-78
BMN017 （1869） 道風　大谷友右衛門 1 枚 H-22-1-18-79
BMN018 （1869） きられ与三郎　薪水 1 枚 H-22-1-18-80
BMN019 （1869） けいせい敷嶋　沢村田之助 1 枚 H-22-1-18-81
BMN020 （1869） 段六　河原崎権之助 1 枚 H-22-1-18-84
BMN021 1870 袴垂保輔　中村芝翫，源の頼光　市川左団次，美女丸　岩井紫若 3 枚 H-22-1-18-101
BMN022 1871 源七　坂東彦三郎，おみは　中村芝翫，もとめ　坂東薪水 3 枚 H-22-1-18-21
BMN023 1873 〈市川左団次の傘をさす男〉 1 枚 H-22-1-18-92
BMN024 1873 けいせい花子実は松若　沢村訥升，忍ノ惣太　坂東彦三郎，あんまノ牛市　市川左団次　かつ鹿十左衛門　中村翫雀 3 枚 H-22-1-18-102
BMN025 1879 鞘当かけ合せりふ 3 枚 H-22-1-18-28
BMN026 1886 水滸伝　九紋龍　市川団十郎　華和尚　市川左団次 3 枚 H-22-1-18-60
BMN027 1888 佐野次郎左衛門　市川左団次 3 枚 H-22-1-18-61
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表 2　赤色部分の蛍光X線分析結果
* 複数枚の場合，向かって二枚続は左を L，右を R とし，三枚続は左から，L，C，R とした。
** 同一紙面上での測定点数。検出元素が異なる場合は，それぞれの検出件数の測定点数を記した。
2/21/2






BMN001-R 2 Fe 有
BMN002-L 1 Fe 有
BMN002-R 1 Fe 有
BMN003-L 1 Fe 有
BMN003-R 1 Fe 有
BMN004-L 2 Hg/Fe 有
BMN004-R 2 Fe 有
BMN005 2 Hg/Fe 有
BMN006-L 1 Hg 有
BMN006-R 2 Hg 有
BMN007-L 2 Hg/Fe 有
BMN007-R 2 Hg/Fe 有
BMN008 3 Hg 有
BMN009 2 Hg/Fe 有
BMN010 2 Fe 有
BMN011-L 3 Fe 有
BMN011-R 1 Fe 有
BMN012-L 2 Hg/Fe 有
BMN012-R 1 Hg/Fe 有
BMN013-L 1 Hg 未観察
BMN013-R 1 Hg 無
BMN014-R 3 Hg （黄色の蛍光があり不明確）
BMN015 2 Fe 有
BMN016 3 Hg/Fe 有
BMN017 1 Fe 無
BMN018 1 Hg/Fe 有













3 Hg/Fe おそらく有（ 黄色蛍光と混在）
2 Hg
2 - 有
BMN021-C 2 Hg/Fe 有
BMN021-R
1 Hg おそらく有（ 黄色蛍光と混在）
3 - 有
BMN022-L 1 Fe 有
BMN022-C 1 Fe 有












BMN027-C 1 - 有
BMN027-R 1 - 有
BMN028-C
1 - 有
2 Fe 有 / 無
2 Hg/Fe 有 / 無
推定された。表面の観察から，R1 と R2 は単独で用いられるよりも，2 つ以上を混ぜて用いる，あ
るいは重ねて摺られている場合が多く，R3 は単独で使われることが多い（表 2）。その他，1 種類の




















黄 色 緑 色
蛍光 X 線分析 紫外線蛍光 蛍光 X 線分析 紫外線蛍光
BMN001-L （Fe） 黄色 As なし
BMN002-R （Fe） 黄色 As なし
BMN003-L （黄） （As） 黄色 As， （Fe） 黄色（下層に黄色あり）
BMN003-L （淡） As なし As， （Fe） なし（単層緑）
BMN004-L （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN006-R （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN009 As 黄色 As， Fe なし
BMN011 （Fe） 黄色 As， （Fe） 黄色
BMN012-L As， Fe 黄色 As， （Fe） なし
BMN012-R As， Fe 黄色 Fe なし
BMN013 （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN014 （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN016 As， （Fe） （黄色？） As， Fe なし
BMN021-C （Fe） 黄色 As， （Fe） なし
BMN022-R （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN023 As， （Fe） 有・無両方有り As， Fe なし
BMN024-R （Fe） 黄色 As なし
BMN025-R （Fe） 黄色 As， Fe なし
BMN026-R （Fe） 黄色 As， （Fe） なし








部分よりも色調が鮮やかで，Y1 が含まれる（図 9）。このように Y1 と Y2 の両方が存在する場合，
同一画面上に濃淡 2 階調の黄色が認められる。他方，顔料を含まずに Y1 を単独で用いても，鮮や
かな黄色が得られている。調査番号 BMN006 の黄色部分では，Y2 は含まれないが，十分な濃さの
黄色が Y1 のみで表現されている（図 10 〜 12）。このことから，黄色の濃淡は，赤色のように染料
と顔料を混合することで得ているのではなく，色材を変えて得ていると考えられる。































ものと考えられる［樋口 1955，吉田 1974 年，国立史料館 1989，Suzuki et. al 2013］。この鮮明な赤色は，









を原料とする合成染料フクシンの発見は 1859 年である［Abelshauser et. al 2003］。また，これ以降
に発見された赤色合成染料であり，その後広く用いられたものに，1868 年発見のアリザリンがある
［大河原他 1986：3 〜 4］。
　他方，ほぼ同時期に「洋紅」と呼ばれた輸入赤色色材があるが，松島らの調査によれば［2011］，
これはコチニールであると推察される。コチニールは，南米に生息するカイガラムシから採取され








本項では，調査番号 BMN004， 006， 022， 024 の 4 資料を例に，想定される摺り重ねの方法あるいは
色材の混合による色調の違いについて述べる。
　まず，調査番号 BMN004 の画面左側，女形の着物などにみられるやや色みの強い赤色には，R1
と R2 が確認できる（図 1 〜 3）。蛍光 X 線分析から，R2 の顔料は，水銀朱と酸化鉄の両方が含まれ



















では，一度目に黄色を摺り，二度目に赤色を摺ることで橙色を作り出している（図 1 矢印 12 付近）。
このことは，この部分の光学顕微鏡観察により，黄色と桃色の両方の紫外線蛍光が認められること











しの橙色表現からうかがいしれる（図 22）。ここでは，黄色染料 Y1 の上に赤色染料（少量の顔料が
加えられていた可能性もある）を重ねていると考えられる。




















（図 1 矢印 9，着物の赤色部分，
調査番号 BMN004R）
図 17　薄赤色部分の蛍光X線スペクトル










の資料の赤色は，R1 と R3 を混ぜていると推定され，さらに，二度摺りにより 2 段階の濃淡が得ら





































（ 2 ）　　原文の表記にならった［石井 2005：68 頁］。
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（図 7 矢印 3，傘布部分，調査番号 BMN023）
黄色の粒子が石黄。紫外線蛍光は認められない。
図 8　薄黄色部分の光学顕微鏡写真（左：通常光，右：紫外線蛍光）
（図 10 矢印 5，帯部分，調査番号 BMN006R）
染料（Y1）を示す黄色の紫外線蛍光が観察できる。
図 11　黄色部分の光学顕微鏡写真（左：通常光，右：紫外線蛍光）


















































（調査番号 BMN022C，部分拡大。全体図：図 23 参照）
（図 1 矢印 12，着物の格子柄，調査番号 BMN004L）
和紙の繊維に黄色，周辺に桃色の紫外線蛍光がそれぞれ観察できる。
図 19　橙色部分の光学顕微鏡写真（左：通常光，右：紫外線蛍光） 図 20　橙色部分の蛍光X線スペクトル











（調査番号 BMN024R，図 4 参照）
赤色の二度摺りの形式化がうかがえる。
図 21　有機質赤色色材（R3）の使用事例
黄色染料（Y1）の摺りの後に，赤色（おそらく R1）を
摺ることで，べっ甲の陰影を橙色で表わす。
図 22　調査番号BMN007Lにみられる橙色表現
図 23　調査番号BMN022（1871 年製作）
